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岐阜県中小企業団体中央会

中小企業中小企業ぎふぎふ
連携の力で無限の可能性にチャレンジ！

～中央会は、組合・中小企業の変革・挑戦を応援します～

株式会社田口鉄工所に設置してある５軸制御マシニングセンタ（左）と小型６軸制御産業用ロボット

中央会の活動　8～10
・自動車産業EV化展開支援事業の活動報告
・「講習会＆デジタルツール紹介」を開催
・外国人技能実習制度適正化講習会を開催
・「陶磁器関連業界における情報交換会」を開催
・青年中央会
　「組合青年部強化研修会、創立50周年記念式典」、「青中講習会」
を開催
・組合士協会　研修会を開催
・３組合が将来ビジョン策定、ブランディング事業に取り組む

大垣市鉃工協同組合　組合員
「株式会社田口鉄工所」
大垣市鉃工協同組合　組合員
「株式会社田口鉄工所」
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岐阜長良川温泉旅館協同組合岐阜長良川温泉旅館協同組合
組合紹介　2～3

専門家コラム
「今をどう見る～生き残りツールとしての情報」　6～7

景況レポート　14

全国の先進組合事例　13
・山梨県水晶美術彫刻（協）

インフォメーション　15

令和７年度の中央会の事業紹介
（専門家派遣事業）　16

・中央会「理事会」・「通常総会」のご案内
・DXについて知ろう

組合等の活動　11～12
・各務原市建築工業（協）
　各務原市消防本部と訓練用建物提供で協定締結
・岐阜県室内装飾事業（協）
　県立岐南工業高校へ初めての出前授業を実施
・岐阜県可児工業団地（協）高速ネットワーク「ローカル5G」
　を活用したドローン飛行の実証実験
・岐阜電気工事（協）組合女性部創立総会を開催
・岐阜電気工事（協）県立岐南工業高校で出前授業を実施
・岐阜県既製服縫製（工組）創立50周年記念式典を開催
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組合
紹介 本会は、多種多様な業種・業態の組合等が会員となっており、これが本会の特徴でもあります。

各組合がその特徴を活かし日々活動を続けていますので、皆様の仲間を紹介します。

こんな活動をしています！

岐阜長良川温泉旅館協同組合
●理 事 長
●組合員数
●設立年月
●住　　　所
●T　　E　　L

伊藤　善男
６名
１９６６年２月
岐阜市長良福光２６１０番地４
058-297-2122

伊藤理事長

製品化された「紅茶蜜」

◆組合の歴史・活動
■歴史と自然の融合
　～長良川温泉の未来を築く組合の取り組み～

　当組合は、昭和41年
に岐阜市内の長良川両
岸沿いにある旅館・ホテ
ルを営む23事業者によ
り「岐阜市長良川観光
旅館協同組合」として
設立され、平成10年に
「岐阜長良川温泉旅館
協同組合」に名称を変
更しました。
　長良川河畔は、夏季
に長良川鵜飼、長良川

花火大会が開催され、岐阜城、遊歩道「長良川プロムナー
ド」や川原町界隈等の歴史と自然を感じられる景観を備え、
また岐阜市街地から近い立地環境を持つ温泉地です。
　古くは江戸時代から続く旅館もあり、鵜飼見物などの観
光地として栄えていましたが、昭和43年に温泉導水管が敷
設され、長良川温泉が誕生しました。平成20年に特許庁の
地域団体商標に「長良川温泉」を取得し、ブランドの価値を
高めています。女性目線のプロモーションや「長良川おんぱ
く」開催など、地域一体となった取り組みを行い、全国の旅
行会社などが選ぶ、全国約3,000ある温泉地の中から「にっ
ぽんの温泉100選」にも選出されるようになりました。
　令和２年には新型コロナウイルス感染症が拡大したこと
により、宿泊者数が大幅に減少しましたが、組合内の「企
画宣伝委員会」、「マーケティング委員会」、「長良川温泉
女将会」、「料理長会」の内部組織を活用して観光誘客に
取り組んでいます。
　組合の共同事業では、共同受注（組合員ホテル・旅館
の斡旋等）、共同宣伝事業（パンフレット作成等）を中心
に行っています。

■女性ならではの感性
　～新しいお土産の開発とともに温泉の魅力を発信～
　長良川温泉を盛り上げるため、女性ならではの感性を生
かそうと、平成17年に「長良川温泉若女将会（現：長良川温

泉女将会）」が結成されました。同会は、長良川温泉の旅館・
ホテルの女将と女性スタッフ６名で構成され、当温泉への女
性客の呼び込み、スキルアップセミナーの開催や長良川温泉
の新しいお土産の開発及び販売に取り組んでいます。これま
でに「薬用入浴剤（長良川　美の薬泉）」、「お菓子（鮎果鈴
（あゆかりん））」、「オリジナルブレンドコーヒー」、高級茶葉
を使用した「オリジナルブレンド紅茶」（第１弾から第３弾）を
製品化してきました。これまで製品化してきた商品は、組合員
旅館で購入できます。
　令和５年度には、オリジナルブレンド紅茶の第４弾として
『紅茶蜜（花の詩　めぐ
り、風の香り　ビューティ）』
の製品開発に取り組みま
した。
　令和６年３月25日に岐
阜商工会議所の支援を受
けて開発され、優れた商
品をたたえる「わかあゆ
賞」を受賞し、11月29日に
は、女性が企画・開発に
参画している商品など特
に優れたものを県が認定
する「ぎふ女のすぐれも
の」にも選ばれるなど高い
評価を得ています。

■良質な長良川温泉の安定供給に向けた取り組み
　当組合の組合員旅館で提供される温泉は、岐阜市三田洞
にある神仏温泉を源泉としています。その源泉から約４キロ
離れた組合員旅館のある長良川温泉地域までは、岐阜市が
敷設・管理する温泉配管により温泉水が供給されていま
す。　
　しかし、その配管も経年劣化等が進み、今日までに破損な
どによる漏水事故が度々に発生し、所有者である岐阜市が応
急処置を施してきました。特に平成30年3月の漏水事故で
は、修繕工事に時間を要し、一時的に組合員が休業したり、
組合が手配した大型ローリー車で温泉水を各組合員に運ば
なくてはならない事態となりました。
　このような状況を踏まえ、安定した温泉供給と事業継続へ
の対応に加え、令和６年１月に発生した能登半島地震での温
泉地における被害状況などを教訓に、BCP策定の必要性を
痛感しました。そこで、中央会の組合等チャレンジサポート事
業を活用して、「緊急時対応マニュアル」の策定に取り組むこ
とにしました。この取り組みは、組合でアクションプランを作
成し、パイプ補修やタンクローリーでの温泉配給など、応急
体制の確立を目指すものです。専門家を交えた企画宣伝委
員会の５名及びオブザーバー等をメンバーとし、具体的には、
３日以上温泉供給が停止した場合を想定した「長良川温泉
の供給事故発生時の対応マニュアル」と長良川温泉「タンク
ローリー車による温泉運搬スケジュール表」を作成しました。
組合では、観光客が安心して温泉を利用できるよう、温泉供
給の安定化とともに、設備の改善や緊急対応策を強化

組合活動による観光誘致の取り組み組合活動による観光誘致の取り組み
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※組合紹介への掲載希望がございましたら、企画振興部までお知らせください。

していきたいと考えています。
　また、老朽化した配管の修理や交換など、行政に対して協
力を求めていきたいと考えています。

■長良川温泉の魅力を世界へ
～欧州向けファムトリップツアーで新たな観光客を誘致～
　全国的にインバウンドの需要が高まる中、岐阜県の観光
地も注目を浴びています。
　長良川温泉地域は、伝統的な日本文化と自然体験を組
み合わせた独特の魅力を持っています。そのため、組合で
はファムトリップツアーに初めて取り組むことにしました。フ
ァムトリップとは、観光地の誘致促進のため、ターゲットと
する国の旅行事業者などに現地を視察してもらうツアーの
ことです。今回のツアーは、令和６年９月30日～10月２日の
日程で、欧州（ドイツ・ベルギー・英国など）の自然やサス
テナブルツーリズムに関心が高い層を対象に、岐阜和傘・
岐阜提灯・長良川鵜飼や川原町などの近隣スポットを巡る
３日間のツアーを企画しました。特に鵜飼体験は、多くの
参加者にとって最も印象に残る体験となったとの感想であ
り、和傘作りや居合斬りなどの伝統文化体験も高く評価
されました。これらは欧州の観光客にとって魅力的なコン

テンツだと自信
を深めることが
できました。ま
た、日本の安全
性や親切さも外
国人観光客に
とって魅力の一
つになっている
ことが確認でき
ました。

◆組合が目指す方向性とは
■「長良川温泉2031年に向けたビジョン」策定に
あたって

　令和３年度に中央会事業を活用し、組合では「長良川温
泉2031年に向けたビジョン」と、達成のためのアクションプラ
ンを策定しました。最終的なビジョンとして、『清流長良川の

恵みが育んだアイデンティティを守り続けながら、常に新たな
発見が生まれる、持続可能な温泉地へ』を掲げ、５つの事業
活動方針を定めました。その中には、「温泉供給に関する長
期的・具体的なプランを作り、市と事業者相互の役割を明確
にしつつ、できることから進めていく」などの方針が含まれて
います。この方針に基づき、以下のような取り組みを進めてい
ます。
（１）働き方改革と休館日の導入
　宿泊業界は年中無休が当たり前という考えが根強いです
が、時代の変化に合わせた宿泊業の働き方として、コロナ禍
の令和３年度から組合員旅館の中には、「働き方改革の一
環」、「社員のモチベーション向上」、「有給休暇の消化」の
ほか、「設備点検、修繕」などを目的に、「休館日」を設けると
ころが出てきました。全国的にも、同様な理由で休館日を導
入する同業者は増えています。人手不足が深刻化するなか、
客足の少ない平日を休館日にすることで、シフトの効率化や
人件費の削減にも繋がっています。
　組合としては、このような先進的な取り組みや労働関係施
策に関する情報を積極的に提供し、組合員の働き方改革を
支援していく考えです。
今日では、４社が平日に休館日を設け、従業員の健康と福祉
に寄与しています。働きやすい職場環境にあることを積極的
に情報発信することで、人材確保にも、繋げていきたいと考
えています。
（２）ＳＮＳ等による情報発信の強化
　組合では外国人観光客だけでなく、国内の旅行者にも岐
阜長良川温泉を訪れていただき、双方の宿泊者数を増やし
たいと考えています。そのためにも、組合ホームページや女将
会のブログ、各種ＳＮＳなどを効果的に活用し、当地域の魅
力や組合員の施設・サービスなどの情報発信に力を入れてい
きたいと考えています。
　2026年には、インバウンド宿泊者数６万人を目指すという
数値目標も設定しています。組合単独での活動だけでなく、
岐阜県や岐阜市、近隣の観光スポットとも連携しながら、最
終的なビジョンの達成に向けて取り組んでいきたいと考えて
います。

ファムトリップツアーの様子

　当地でも、鮎の保存食として作られてきた「鮎なれずし」の歴史は古く、1,300年ほど前から「長良川鵜飼」で獲れた
鮎から鮎鮓（鮎なれずしの別名）を作り、徳川将軍家へも献上されたと伝わっています。
　献上のため運ばれた街道を、今日「鮎鮨街道」と呼んでおり、岐阜城の麓にある御鮨所を出発し、（岐阜県）加納から
笠松、（愛知県）一宮から熱田のルートをたどり、約５日かけて江戸まで運ばれました。献上されるころ発酵して食べ
ごろになるよう作られていたということです。
　現在『鮎なれずし』は、組合員（鵜匠の家すぎ山・ホテルパーク・岐阜グランドホテル）でも提供しています。ご興味の
ある方は一度ご堪能ください。

業界業界 知識知識豆豆
～江戸時代　徳川将軍家へも献上された「鮎なれずし」～～江戸時代　徳川将軍家へも献上された「鮎なれずし」～
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株式会社田口鉄工所の外観

株式会社田口鉄工所
大垣市鉃工協同組合

Q 御社のこれまでの沿革についてご紹介ください。
　
◆家業を継ぎ、新たな未来へ ～三代目社長の挑戦～

　当社は、1951年に祖父
がポンプ部品加工を主な
業務として岐阜県大垣市
三和町で創業しました。二
代目は、祖父の娘と結婚し
た父が継ぎ、私が三代目と
なります。祖父は元々、零
戦の製造に携わった技術
者でした。当時は東京都に
住んでいましたが、戦災に
より焼け出され、祖母の実

家がある大垣市に移り住み、起業したそうです。祖父は比較
的早くに父へ会社を譲り、二代目の父は50年以上にわたり
社長を務めました。1988年に法人名を現在の株式会社田
口鉄工所に変更しました。
　私は大学卒業後、東京都に住み、税理士事務所で２年
半ほど勤務していました。そこでは、会社経営の基本や決
算、税金の計算方法などを学びました。
　2008年のリーマンショックの際、兄から２年間家業を手
伝ってほしいと頼まれ、単身で大垣に戻りました。その後も
東京に戻らず手伝いを続けていたため、当時弁理士事務
所を経営していた夫が事務所を共同経営者に引渡し、夫婦
で大垣に移住することとなりました。
　当初は兄が家業を継ぐ予定でしたが、兄から社長業に向
いていると言われ、2024年７月に代表取締役に就任し、現
在に至ります。

Q 御社の特徴や方針を教えてください。

◆ロボット業界の成長とRTC東海の誕生
　当社の中心業務は産業用ロボットの関節部分の部品加
工を行っています。しかし、自社でもロボットを使って製造に
生かしたいと考えていましたが、ロボット製造には図面や制御
プログラムなどの専門知識が必要なことや、ロボット製造のた
めの人材育成に膨大な時間がかかることが課題でした。
　2016年に産業用ロボットのシステムインテグレータである髙
丸工業株式会社（兵庫県）の髙丸代表と知り合い、専門知
識の習得や人材育成についての助言を受けるとともに、産業
用ロボットを導入する際に必須の安全特別教育のスクール運
営を提案されました。髙丸氏は同年にRTC（ロボットテクニカ

クローズアップ企業

平野代表

《企業概要》 所 在 地 岐阜県大垣市中曽根町319の1
電　　　話　0584－91－3226
代　　　表　代表取締役　田口　薫
主 な 事 業　精密機械部品加工

ルセンター）兵庫、2018年
にRTC東京を開設してい
ます。当社も20 1 9年に
RTC東海を設立し、産業
用ロボットを扱える人材を
育成するために、年間
100人の受講を目標に運
営を開始しました。

◆産業用ロボットの普及と人材育成
　RTC東海では、産業用ロボットを取り扱う際に義務付けら
れている安全特別教育を実施しています。労働安全衛生規
則第36条第31号、第32号に基づく安全教育として、座学で
は、法律や安全に関する知識、ロボット操作、事例について
学びます。また実技では、実際にロボットを操作し、ロボットへ
の教示などの検査・作業方法、操作方法を体験してもらいま
す。終了後には、労働安全衛生規則に定められた特別教育
修了証を発行しています。現在までに約90人が受講していま
すが、受講者をさらに増やしたいと考えています。
　また、中小企業向けにロボットに関するコンサルティングやシス
テム提案を行うロボット導入支援事業を展開しています。人手
不足などの課題を抱える企業から、自動化したい作業や工程
についてヒアリングを行い、企業のニーズに対し、どのような自
動化が可能か、具体的なシステムを提案しています。現状はま
だ始めたばかりですが、相談件数が増えてきています。今後
は、試作や要素検証が可能なラボの設立を検討していきます。
　その他の活動として、一般社
団法人日本ロボットシステムインテ
グレータ協会と共催で、高校生や
高専生などを対象とした「ロボット
アイデア甲子園」を開催していま
す。同甲子園は、地方大会と全
国大会があり、地方大会で最優
秀賞を獲得すると、全国大会で
発表することができます。2024年
度は全国約25の地域から参加
がありました。
　このイベントは、産業用ロボットの新たな使い方のアイデアを
高校生等から募り、大人では思いつかないような斬新な活用
方法を考えてもらっています。ビジネスに繋がるようなアイデア
はまだ少ないですが、中には面白いアイデアを出す学生もい
ます。
　また、イベントでは、ロボットの歴史や活用事例などの講習や
工場見学も行っています。講習を聞いた工業高校の先生か
ら授業の依頼を受けることもあります。工業高校だけでなく、よ

～産業用ロボットと人材育成を通じた未来創造～～産業用ロボットと人材育成を通じた未来創造～

2019年にRTC東海を設立

2024ロボットアイデア甲子園
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※組合員企業の掲載希望がございましたら、企画振興部までお知らせください。

り多くの学生に産業用ロボットを身近に感じてもらう必要があ
ると考えています。このイベントをきっかけに産業用ロボットや
業界へ興味を持ち、多くの高校生が地元で就職してくれるこ
とを期待しています。

◆多様な人材活用とプロジェクトを通じた成長の促進
　当社の女性従業員の割合は４割弱と、製造業の中では比
較的高い水準です。20代から70代まで幅広い年齢層の従
業員が活躍しています。最近では、更衣室やトイレの整備な
ど、働きやすい環境づくりにも力を入れています。女性従業
員が結婚や出産を理由に退職するリスクを回避するため、育
児休業の延長など個々の事情に合わせた柔軟な対応を心
がけています。　　
　また、看護休暇や有給休暇を取得しやすい雰囲気も醸成
されていると思います。多様な人材活用を推進しており、新
卒、中途、復職者、年齢、国籍に関わらず、働く意欲のある方
を歓迎する方針です。現在は、ベトナムとカンボジアから技能
実習生や特定技能者を受入れています。
　従業員に経験を積ませるため、展示会の出展などにおい
て、様々なプロジェクトチームを立ち上げ、積極的に参加を促
しています。プロジェクトのリーダーだけを経営陣で決定し、そ
の後はリーダーがメンバーの人選を行い、説明会への参加か
ら企画立案、出展内容、実施方法まで、チームのメンバーが
主体的に決定し、すべてを行います。過去には女性従業員
だけのチームもありました。
　最近では、「ロボットテクノロジージャパン2024」、「ものづく
り岐阜テクノフェア2024」、「メッセ名古屋2024」などの展示
会に出展しました。これらの展示会では、従業員のアイデア

でブース装飾を浴衣やハロ
ウィン仕様とするなど、ユ
ニークな取り組みも行いま
した。
　展示会などのプロジェクト
チームでの活動を通じて、
従業員のスキルアップを図
るなど、人材育成にも積極
的に取り組んでいます。

Q経営していく上で大切にしていることはありますか？
　
◆挑戦から学び、成長する仕事の楽しさ
　最近は、与えられた仕事だけをこなせば良いという傾向が
見られます。自分で考えることを避けながらも、周囲からの期
待を求める従業員もいます。その人の性格にもよるかもしれま
せんが、期待が大きすぎると過度のプレッシャーを感じ、深く
考え込んでしまう人もいます。また、叱責を極端に恐れる傾向
も見られます。指示されたことに対して期待通りの成果を出

せないと、自己否定に陥りがちですが、そこを乗り越えてこそ
成長できると私は考えています。分からないことがあれば、自
分で調べたり、人に聞いたりすれば良いのです。仕事を与え
る側も、現状の能力から少し先の課題を与えているのであっ
て、到底不可能なことを要求しているわけではありません。私
の経験上、一度トライすればその後同様の状況に遭遇しても
対応できるようになります。
　従業員には、仕事を楽しんでほしいと願っています。「楽
（らく）」という安易な楽しさではなく、「愉快」な楽しさです。与
えられた仕事を言われた通りにやるだけではつまらないと思
います。１日の３分の１は会社で過ごすため、その中で楽しみ
を見つけ出してほしいと考えています。そのために、会社とし
てもプロジェクトチームを立ち上げ、従業員には自分たちのや
りたいことを楽しんでやってほしいと思います。

Q組合に期待することは何ですか？

◆情報交換会やコミュニケーションの場の提供
　組合に期待することは、同業種との情報交換会やコミュニ
ケーションの場の提供、業界特有の課題に対応できる研修
会の実施などです。自社の利益に繋がるため、発言しにくい
部分もありますが、自動化をどのように進めるべきかといった
同業種に共通の課題について情報交換できる機会があれ
ば有益だと感じます。以前、別の場で契約書の読み方につ
いて学びましたが、このような実務に役立つ内容であれば、
より効果的だと思います。
　また、組合青年部の活動に参加していた際は、人数が少
ない分、部員同士のコミュニケーションが密であり、同世代の
体験談が参考になりました。会長に就任した際には、挨拶、
年間スケジュールや予算の立て方を学ぶことができました。
今後も、若い世代には青年部での活動を活発に行ってほし
いと思います。
　その他に、近隣企業と連携した会社見学ツアーや合同で
の新入社員研修などを組合が主催する機会があれば、ぜひ
参加したいと思います。

Q御社の今後の展望、抱負をお聞かせください。
　　
◆企業価値向上を目指して
　私は企業の価値をどう向上させるかをより重視していま
す。企業価値が向上すれば、結果的に賃上げも実現できる
と考えています。その上で、大企業にありがちな既存の枠組
みにとらわれることなく、中小企業の強味を生かして様々なこ
とに挑戦し、従業員の幸せのために愉しく働ける環境を作り
たいと思っています。

大垣市鉄工協同組合
組合住所　岐阜県大垣市浅西３丁目２２番地の６
代表理事　天木　一喜（株式会社天木鉃工）
組合員数：４６名
主な事業：共同購買事業

【組合概要】

展示会で使用しているロボット



　M＆Aを巡っては、成功事例も多い反面、問題事例も数
多くなってきています。今回は、実際に起こった事例を紹
介しながら、中小企業経営者として、あるいは中小企業を
支援する機関などの担当者として、注意すべき点を整理し
たいと思います。
　なお、事例に関しては、個人情報保護の観点から個人
が特定できないように、記述を行っております。

　さて、一昨年後半からM＆A、特に中小企業でのM＆A
が急増してきました。この背景にあるのは、かねてからの経
営者の高齢化、後継者不足が深刻化していることがありま
す。そして、一時的に経済活動が停滞していたコロナ禍の
期間が終わり、経済活動が再開するにしたがって、これら
の問題が深刻化し、その対処方法としてM＆Aというもの
が着目されてきました。政府も中小企業の支援策の一環と
して、このM＆Aへの支援を強化しており、これらの流れの
中で中小企業のM＆Aが急増しているのです。
　しかし、中小企業のM＆Aに関しては、本来必要である
はずの法整備が遅れているため、そこに目を付けた悪質な
業者などが、詐欺行為と断じてもよいような手法で問題を
起こしている事実があります。

◆気が付いた時には倒産～Ａ社の事例
　A社は、地元では堅実な経営で知られる製造業企業で
した。1970年代に創業され、以降、創業者がワンマンオー
ナー経営者として、経営を続けてきました。
　しかし、創業経営者のXさんが70歳を超え、経営の継承を
検討するようになりました。Xさんには、息子と娘がいましたが、
両者ともに会社経営には関心なく、承継する考えも全くありま
せんでした。Ｘさんは、従業員の中でとも考えたのですが、年
齢面や資金面で名乗りを出す人はいませんでした。
　そんな折、郵送されてきたダイレクトメールから、Ｘさんはあ
るＭ＆Ａの仲介業者に相談することにしました。
　「連絡をすると、すぐに東京から担当者という方が会社に
来てくれました。立派なパンフレットを持参し、Ｍ＆Ａに関する
プレゼンテーションも素晴らしく、この人たちならば力になって
くれると信頼したのです。ただ、後から考えてみれば、Ｍ＆Ａ
は急がないといけないとか、インサイダー取引なるかもしれな
いので、顧問弁護士や取引金融機関にも一切話さないよう
にとか、少し変なことも言っていたようにおもいます。」
　Ｍ＆Ａの話は順調に進み、この仲介業者が紹介したＢ社
への売却が決定しました。社業を継続し、現在いる従業員も
そのまま継続雇用をするという条件で、Ｘさんは肩の荷が下
りたような安ど感があったといいます。
　Ｘさんは、請われるまま代表権のない会長に就任し、必要
な時だけ出社してくれればよいということになりました。買収
したＢ社からは30歳代の若い社長が送り込まれてきました。
　「私も家族も、従業員や取引先の金融機関も、後継者が
できて良かったと喜んでいたのです。取引先の金融機関
は、これまで私が高齢だったために見合わせていた設備投

資のための融資も再開してくれました。」
　異変が起きたのは、１年半ほどした月末でした。金融機関
の支店長から、切迫した声で電話がかかってきたのです。
　「口座に資金がなく、なんとかしなくては、不渡りを出し、倒
産するというのです。慌てて、会社に行ったのですが、社長
と話しても埒が明かず、経理担当者に聞くと、社長の指示で
資金を買収した親会社にほぼ全額送金したというのです。
本社に確認の電話を入れましたが、子会社の資金をいった
ん親会社に集めて、再度分配する予定だったか、予想以上
に資金が不足しているので、入金ができないという訳のわか
らない説明で、翌日には電話にも出なくなりました。」
　送り込まれてきた社長を問い詰めても、「本社の指示の
ままやったことで、自分も良くわからない」と繰り返すばかり。
　結局、取引先への支払いができず、不渡りを出し、事実
上の倒産となりました。

◆ 明らかになった狡猾な手法
　送り込まれてきた社長である人物は、「自分は全く違う業
種で働いてきたので、実は経営に関して、全く知らない。社
長にしてやるから、行ってこいと言われただけで、全くなにも
知らない」と繰り返すばかり。
　驚いたことに、Ａ社の銀行口座からは、ほぼ全額が本社
に送金されているだけではなく、従業員のためにと掛けてい
た保険も解約され、さらには社屋や土地も売却されて、リー
スしている形にされていました。さらに金融機関から融資さ
れた資金も、当然のように全く無くなっていました。

◆ オーナー経営者の個人保証がそのままに
　Ｘさんにとって、さらに驚きの事実も発覚しました。オー
ナー経営者であるＸさんは、金融機関からの融資に個人保
証をしていました。通常、Ｍ＆Ａが成立した段階で、負債やこ
うした個人保証している借り入れ契約なども、すべて買収
側に移るはずです。
　「最初の約束では、そうなるはずだった。ところが、手続き
に時間がかかっているとか、今、本社の決済をどうのとか、
はぐらかされているうちに一年半過ぎてしまい、結局、個人
保証の名義は私のままで、会社は倒産。買収側から支払わ
れた金額よりも、個人保証している金額の方が大きく、私の
手元には借金だけが残ってしまったのです。良かれと思っ
てやったことが、結局、従業員にも、取引先にも、金融機関
にも迷惑をかけてしまった。本当に申し訳ないことをした。」

◆ なにが問題だったのか
　企業の経営問題に詳しい弁護士は、「昨年あたりから、
Ｍ＆Ａに関してのトラブルの相談が増えています。表に出て
いる件数よりも、数はかなり多いのではないかと思っていま
す」と言います。
　そもそも何が問題だったのでしょうか。
　「厳しいようですが、中小企業経営者にももう少し勉強し
てもらいたいです。ダイレクトメールなどで安易に業者を選

このコーナーでは、神戸国際大学経済学部　中村智彦教授より折々に感じて
おられる組合・中小企業向けの有益な情報についてご執筆いただきます。組合
運営、企業経営にお役立てください。

今をどう見る～生き残りツールとしての情報

M＆A問題～なぜこんなことが起こっているのか

び、仕事ができそうで、親切だと信頼してしまいます。そして、
最悪なのは、契約書にちゃんと目を通していないことです。」
　個人保証の書き換えに関しても、契約書を改めて見てみ
ると、「Ｍ＆Ａの契約締結後に、できるだけ速やかに名義の
変更を行うようにする」といった「努力目標」しか書かれてお
らず、さらにＭ＆Ａの仲介業者との契約も「Ｍ＆Ａ完了後に
発生したいかなる問題に対しても保証しない」といった文言
が入っていたと言います。
　「世間一般から見て、巨額の仲介手数料を取りながら、
責任は一切取りませんという契約は、いかがなものかと個
人的には思いますが、契約を締結してしまっている以上、ど
うしようもありません。」
　この弁護士は、このように話し、経営者がもう少し慎重に、
契約書などをよく読み、内容を理解した上で、契約を行うべ
きだと言います。
　さらに、「ゆっくり考える時間を与えないために、すぐに契
約しないと損をするとか、インサイダー取引になるから、顧問
弁護士や取引金融機関にも、Ｍ＆Ａ契約が締結するまで一
切秘密にしろなどと言われているケースがあります。」
　こうした手法は、オレオレ詐欺や地面師などと共通だと指
摘します。そもそもインサイダー取引というのは、その情報で
株式を購入できる場合に言うのであり、すべての株式を
オーナーが保有し、それをすべて売却する場合には当ては
まらないのです。とにかく、他人に相談されたり、アドバイスさ
れたりすることが都合が悪いために、そうした言動を行う点
も注意が必要です。

◆ 「恥」の文化が事件を隠蔽してしまう
　なぜこうしたＭ＆Ａの問題案件が、あまり世間に出てこな
いのでしょうか。
　「取材に行っても、もう金は戻ってこないし、周囲に迷惑
をかけて恥ずかしい。さらに、笑いものになるのは耐えられな
いと、断られることが多いのです。真面目な方が多く、騙され
たことへの怒りよりも、恥ずかしいと思っておられるのでしょ
う」と、あるマスコミの記者は、話します。
　同じように、「金融機関でも被害が出ているが、やはりプ
ロがまんまと騙されて、融資したものを持ち逃げされたという
のは、みっともないとする考えが強い。倒産する企業は少な
くなく、そうした通常の倒産企業の回収不能金扱いで、内部
で処理してしまっている。そのため、外部に実はＭ＆Ａでの
問題でということは伝わらないでしょう」とある金融機関の従
業員は話します。
　資金を吸い取った親会社も、倒産し、仮に訴えたところで
回収できる見込みはない。さらに、巧妙に仕組まれており、
違法性を指摘することが極めて困難な状況なのです。「訴
えたところで、世間に恥をさらすだけで、資金も戻らないのだ
から、黙っていよう」と、被害にあった元経営者、従業員、さ
らに金融機関もそう考えてもおかしくはないでしょう。

◆ 騙されないためには
　こうした問題事例を見ていくと、被害を防ぐ方法もあると
言えます。関係者や弁護士などとの話を通じて、中小企業
経営者がＭ＆Ａについて注意すべき点を最後にまとめてお
きましょう。

①派手な宣伝や広告を信用しない　⇒　Ｍ＆Ａ仲介業者
は2千を超すと言われています。しかし、業界団体に所属
するのはわずか100社程度。また、不動産業のような資
格や許認可制度が未整備のため、いわば全く素人でも
Ｍ＆Ａのアドバイザーだのコンサルタントを自称できる状況
にあります。ネットやダイレクトメールなどで派手な宣伝をし
ていても、信用がおけるかどうかは疑問なのです。
②公的機関、商工会議所、顧問弁護士など信頼がおける
機関や人に相談をする　⇒　問題事例の多くが、こうし
た機関や人に相談せず、仲介業者や買収企業の言い
分だけを信じた結果と言えます。信頼のおける第三者を
相談相手として、持っておくことが重要です。
③契約書はきちんと読む　⇒　この契約書を読むという行
為は、日本の経営者は苦手としてきたとよく言われます。
「まさか、こんなことまでしないだろう」あるいは、「まさか、こ
んなことを要求されないだろう」といったこれまでの「常
識」や「共通理解」が、もはや通用しない時代になってい
ることを中小企業経営者も理解し、受け入れなくてはいけ
ません。
　　なかには、「契約書なんか読んでも、素人の自分には
わからない」と言う方もいますが、わからないものにサイン
をして押印することのリスクの高さを、まず理解しなくては
いけません。②で書いたように、もしわからない点があるよ
うな場合は、自分の側の信頼おける専門家に相談するこ
とが必要です。
④「おかしい」と感じたら立ち止まる勇気を持つこと　⇒　
「企業の経営者、特に中小企業の経営者は、どんどん進
めていくことは得意だが、止めることは苦手な人が多い」
とある中小企業支援機関の担当者は苦笑いします。Ｍ＆
Ａは、自分が苦労して育ててきた事業そのものを売却す
ることです。少しでもおかしいと感じた場合は、いったんス
トップし、再検討する勇気が必要です。優柔不断に思わ
れるが嫌だというオーナー経営者、創業社長は多くいらっ
しゃいますが、時には立ち止まる勇気を持つことが重要に
なります。
　　最後になりますが、筆者は、後継者難の今、Ｍ＆Ａは非
常に重要な手段だと考えています。これからも健全なＭ＆
Ａが行われるようにしていかねばなりません。政府でも、
今後、Ｍ＆Ａに関する法規制などが話し合われていくこと
と思われますが、それまでは、それぞれの経営者が自ら身
を守るしかありません。良かれと思ってしたことで、今まで
築き上げてきた信頼や資産をすべて失い、大切な従業
員や取引先にも大きな迷惑をかけるようなことがないよう
に、経営者自らが学び、対応していくことが求められます。
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　M＆Aを巡っては、成功事例も多い反面、問題事例も数
多くなってきています。今回は、実際に起こった事例を紹
介しながら、中小企業経営者として、あるいは中小企業を
支援する機関などの担当者として、注意すべき点を整理し
たいと思います。
　なお、事例に関しては、個人情報保護の観点から個人
が特定できないように、記述を行っております。

　さて、一昨年後半からM＆A、特に中小企業でのM＆A
が急増してきました。この背景にあるのは、かねてからの経
営者の高齢化、後継者不足が深刻化していることがありま
す。そして、一時的に経済活動が停滞していたコロナ禍の
期間が終わり、経済活動が再開するにしたがって、これら
の問題が深刻化し、その対処方法としてM＆Aというもの
が着目されてきました。政府も中小企業の支援策の一環と
して、このM＆Aへの支援を強化しており、これらの流れの
中で中小企業のM＆Aが急増しているのです。
　しかし、中小企業のM＆Aに関しては、本来必要である
はずの法整備が遅れているため、そこに目を付けた悪質な
業者などが、詐欺行為と断じてもよいような手法で問題を
起こしている事実があります。

◆気が付いた時には倒産～Ａ社の事例
　A社は、地元では堅実な経営で知られる製造業企業で
した。1970年代に創業され、以降、創業者がワンマンオー
ナー経営者として、経営を続けてきました。
　しかし、創業経営者のXさんが70歳を超え、経営の継承を
検討するようになりました。Xさんには、息子と娘がいましたが、
両者ともに会社経営には関心なく、承継する考えも全くありま
せんでした。Ｘさんは、従業員の中でとも考えたのですが、年
齢面や資金面で名乗りを出す人はいませんでした。
　そんな折、郵送されてきたダイレクトメールから、Ｘさんはあ
るＭ＆Ａの仲介業者に相談することにしました。
　「連絡をすると、すぐに東京から担当者という方が会社に
来てくれました。立派なパンフレットを持参し、Ｍ＆Ａに関する
プレゼンテーションも素晴らしく、この人たちならば力になって
くれると信頼したのです。ただ、後から考えてみれば、Ｍ＆Ａ
は急がないといけないとか、インサイダー取引なるかもしれな
いので、顧問弁護士や取引金融機関にも一切話さないよう
にとか、少し変なことも言っていたようにおもいます。」
　Ｍ＆Ａの話は順調に進み、この仲介業者が紹介したＢ社
への売却が決定しました。社業を継続し、現在いる従業員も
そのまま継続雇用をするという条件で、Ｘさんは肩の荷が下
りたような安ど感があったといいます。
　Ｘさんは、請われるまま代表権のない会長に就任し、必要
な時だけ出社してくれればよいということになりました。買収
したＢ社からは30歳代の若い社長が送り込まれてきました。
　「私も家族も、従業員や取引先の金融機関も、後継者が
できて良かったと喜んでいたのです。取引先の金融機関
は、これまで私が高齢だったために見合わせていた設備投

資のための融資も再開してくれました。」
　異変が起きたのは、１年半ほどした月末でした。金融機関
の支店長から、切迫した声で電話がかかってきたのです。
　「口座に資金がなく、なんとかしなくては、不渡りを出し、倒
産するというのです。慌てて、会社に行ったのですが、社長
と話しても埒が明かず、経理担当者に聞くと、社長の指示で
資金を買収した親会社にほぼ全額送金したというのです。
本社に確認の電話を入れましたが、子会社の資金をいった
ん親会社に集めて、再度分配する予定だったか、予想以上
に資金が不足しているので、入金ができないという訳のわか
らない説明で、翌日には電話にも出なくなりました。」
　送り込まれてきた社長を問い詰めても、「本社の指示の
ままやったことで、自分も良くわからない」と繰り返すばかり。
　結局、取引先への支払いができず、不渡りを出し、事実
上の倒産となりました。

◆ 明らかになった狡猾な手法
　送り込まれてきた社長である人物は、「自分は全く違う業
種で働いてきたので、実は経営に関して、全く知らない。社
長にしてやるから、行ってこいと言われただけで、全くなにも
知らない」と繰り返すばかり。
　驚いたことに、Ａ社の銀行口座からは、ほぼ全額が本社
に送金されているだけではなく、従業員のためにと掛けてい
た保険も解約され、さらには社屋や土地も売却されて、リー
スしている形にされていました。さらに金融機関から融資さ
れた資金も、当然のように全く無くなっていました。

◆ オーナー経営者の個人保証がそのままに
　Ｘさんにとって、さらに驚きの事実も発覚しました。オー
ナー経営者であるＸさんは、金融機関からの融資に個人保
証をしていました。通常、Ｍ＆Ａが成立した段階で、負債やこ
うした個人保証している借り入れ契約なども、すべて買収
側に移るはずです。
　「最初の約束では、そうなるはずだった。ところが、手続き
に時間がかかっているとか、今、本社の決済をどうのとか、
はぐらかされているうちに一年半過ぎてしまい、結局、個人
保証の名義は私のままで、会社は倒産。買収側から支払わ
れた金額よりも、個人保証している金額の方が大きく、私の
手元には借金だけが残ってしまったのです。良かれと思っ
てやったことが、結局、従業員にも、取引先にも、金融機関
にも迷惑をかけてしまった。本当に申し訳ないことをした。」

◆ なにが問題だったのか
　企業の経営問題に詳しい弁護士は、「昨年あたりから、
Ｍ＆Ａに関してのトラブルの相談が増えています。表に出て
いる件数よりも、数はかなり多いのではないかと思っていま
す」と言います。
　そもそも何が問題だったのでしょうか。
　「厳しいようですが、中小企業経営者にももう少し勉強し
てもらいたいです。ダイレクトメールなどで安易に業者を選

び、仕事ができそうで、親切だと信頼してしまいます。そして、
最悪なのは、契約書にちゃんと目を通していないことです。」
　個人保証の書き換えに関しても、契約書を改めて見てみ
ると、「Ｍ＆Ａの契約締結後に、できるだけ速やかに名義の
変更を行うようにする」といった「努力目標」しか書かれてお
らず、さらにＭ＆Ａの仲介業者との契約も「Ｍ＆Ａ完了後に
発生したいかなる問題に対しても保証しない」といった文言
が入っていたと言います。
　「世間一般から見て、巨額の仲介手数料を取りながら、
責任は一切取りませんという契約は、いかがなものかと個
人的には思いますが、契約を締結してしまっている以上、ど
うしようもありません。」
　この弁護士は、このように話し、経営者がもう少し慎重に、
契約書などをよく読み、内容を理解した上で、契約を行うべ
きだと言います。
　さらに、「ゆっくり考える時間を与えないために、すぐに契
約しないと損をするとか、インサイダー取引になるから、顧問
弁護士や取引金融機関にも、Ｍ＆Ａ契約が締結するまで一
切秘密にしろなどと言われているケースがあります。」
　こうした手法は、オレオレ詐欺や地面師などと共通だと指
摘します。そもそもインサイダー取引というのは、その情報で
株式を購入できる場合に言うのであり、すべての株式を
オーナーが保有し、それをすべて売却する場合には当ては
まらないのです。とにかく、他人に相談されたり、アドバイスさ
れたりすることが都合が悪いために、そうした言動を行う点
も注意が必要です。

◆ 「恥」の文化が事件を隠蔽してしまう
　なぜこうしたＭ＆Ａの問題案件が、あまり世間に出てこな
いのでしょうか。
　「取材に行っても、もう金は戻ってこないし、周囲に迷惑
をかけて恥ずかしい。さらに、笑いものになるのは耐えられな
いと、断られることが多いのです。真面目な方が多く、騙され
たことへの怒りよりも、恥ずかしいと思っておられるのでしょ
う」と、あるマスコミの記者は、話します。
　同じように、「金融機関でも被害が出ているが、やはりプ
ロがまんまと騙されて、融資したものを持ち逃げされたという
のは、みっともないとする考えが強い。倒産する企業は少な
くなく、そうした通常の倒産企業の回収不能金扱いで、内部
で処理してしまっている。そのため、外部に実はＭ＆Ａでの
問題でということは伝わらないでしょう」とある金融機関の従
業員は話します。
　資金を吸い取った親会社も、倒産し、仮に訴えたところで
回収できる見込みはない。さらに、巧妙に仕組まれており、
違法性を指摘することが極めて困難な状況なのです。「訴
えたところで、世間に恥をさらすだけで、資金も戻らないのだ
から、黙っていよう」と、被害にあった元経営者、従業員、さ
らに金融機関もそう考えてもおかしくはないでしょう。

◆ 騙されないためには
　こうした問題事例を見ていくと、被害を防ぐ方法もあると
言えます。関係者や弁護士などとの話を通じて、中小企業
経営者がＭ＆Ａについて注意すべき点を最後にまとめてお
きましょう。

①派手な宣伝や広告を信用しない　⇒　Ｍ＆Ａ仲介業者
は2千を超すと言われています。しかし、業界団体に所属
するのはわずか100社程度。また、不動産業のような資
格や許認可制度が未整備のため、いわば全く素人でも
Ｍ＆Ａのアドバイザーだのコンサルタントを自称できる状況
にあります。ネットやダイレクトメールなどで派手な宣伝をし
ていても、信用がおけるかどうかは疑問なのです。
②公的機関、商工会議所、顧問弁護士など信頼がおける
機関や人に相談をする　⇒　問題事例の多くが、こうし
た機関や人に相談せず、仲介業者や買収企業の言い
分だけを信じた結果と言えます。信頼のおける第三者を
相談相手として、持っておくことが重要です。
③契約書はきちんと読む　⇒　この契約書を読むという行
為は、日本の経営者は苦手としてきたとよく言われます。
「まさか、こんなことまでしないだろう」あるいは、「まさか、こ
んなことを要求されないだろう」といったこれまでの「常
識」や「共通理解」が、もはや通用しない時代になってい
ることを中小企業経営者も理解し、受け入れなくてはいけ
ません。
　　なかには、「契約書なんか読んでも、素人の自分には
わからない」と言う方もいますが、わからないものにサイン
をして押印することのリスクの高さを、まず理解しなくては
いけません。②で書いたように、もしわからない点があるよ
うな場合は、自分の側の信頼おける専門家に相談するこ
とが必要です。
④「おかしい」と感じたら立ち止まる勇気を持つこと　⇒　
「企業の経営者、特に中小企業の経営者は、どんどん進
めていくことは得意だが、止めることは苦手な人が多い」
とある中小企業支援機関の担当者は苦笑いします。Ｍ＆
Ａは、自分が苦労して育ててきた事業そのものを売却す
ることです。少しでもおかしいと感じた場合は、いったんス
トップし、再検討する勇気が必要です。優柔不断に思わ
れるが嫌だというオーナー経営者、創業社長は多くいらっ
しゃいますが、時には立ち止まる勇気を持つことが重要に
なります。
　　最後になりますが、筆者は、後継者難の今、Ｍ＆Ａは非
常に重要な手段だと考えています。これからも健全なＭ＆
Ａが行われるようにしていかねばなりません。政府でも、
今後、Ｍ＆Ａに関する法規制などが話し合われていくこと
と思われますが、それまでは、それぞれの経営者が自ら身
を守るしかありません。良かれと思ってしたことで、今まで
築き上げてきた信頼や資産をすべて失い、大切な従業
員や取引先にも大きな迷惑をかけるようなことがないよう
に、経営者自らが学び、対応していくことが求められます。

【ホームページ】http://monodukuri.jp/
【常　勤】神戸国際大学経済学部 教授
【非常勤】関西大学商学部 非常勤講師・愛知工科大学工学部 非常勤講師
【専　門】中小企業論・地域経済論 

昭和39年 東京都生まれ
昭和63年 上智大学文学部卒業
平成12年 名古屋大学大学院国際開発研究科博士課程修了 （学術博士・名古屋大学）

中村　智彦
（なかむら　ともひこ）

【略　歴】

総務省地域創造力アドバイザー・京都府向日市ふるさと創生計画委員会座長
東京都北区ネスト赤羽支援機能拡充検討委員会座長・山形県川西町第5次総合計画アドバイザー
ヤフー！ニュース　https://news.yahoo.co.jp/byline/nakamuratomohiko

【活　動】
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中央会　活動の

EV業界別研究会（金属業界・樹脂業界）を開催
　中央会は、県内中小自動車部品サプライヤーの次世代自
動車産業への新規参入・取引拡大を支援するため、EV業界
別研究会を金属業界、樹脂業界を対象にそれぞれ開催した。
　金属業界編は、岐阜大学や岐阜県産業技術総合センター
と連携しながら、「金属系３Dプリンタを活用した自動車産業
への応用」をテーマに、計４回（R6.10～R7.1）開催。金属３D
プリンタの知識習得の他、最適設計ソフトウェアを用いた設計
実習、金属積層造形の造形実験、造形品の評価などを行
い、延べ30名（27企業）が参加した。
　樹脂業界編では、「サーキュラーエコノミー（循環型社会）実現に向けた、中小サプライヤーの取り組み」
をテーマに、計５回（R6.10～R6.12）開催。次世代樹脂素材の先端研究視察（京都大学　宇治キャンパ
ス）、自動車の再生樹脂リサイクルの現場実習（いその㈱）やトヨタTier1企業（トヨタ紡織㈱、豊田合成
㈱）との懇談会などを行い、延べ52名（42企業）が参加した。

樹脂業界【第２回　現場実習】
「次世代樹脂素材の先端研究を視察」
（京都大学　宇治キャンパス）

経営戦略策定・プロジェクトリーダー育成講座を開催
　中央会は、２月10日、27日（２日間）にOKBふれあい会館
で、中小自動車部品サプライヤー向けの「経営戦略策定・プロ
ジェクトリーダー育成講座」（計２回）を開催し、延べ32名（32
企業）が参加した。
　講師は、㈱グロービス　シニアアソシエイトの粟井祐介氏が
務め、【第１回】では、経営戦略策定、アップデート手法等に
ついて、【第２回】では、組織変革を担うリーダーとして持つべ
き視点、役割と行動プロセス等について、講義及びグループ
ワークを通じながら学んだ。参加者からは、「自社の場合に置き換えて具体的なイメージが深められ
た」、「変化を嫌う風習に変化をもたらすプロセスと自分の役割が理解できた」などの声が聞かれた。

【第１回】グループワークの様子

新分野展開セミナー＆マッチング交流会を開催
　中央会は、３月４日、７日にOKBふれあい会館で、中小自動車部
品サプライヤーの新分野進出先として特に関心が高い「産業機
械（工作機械）」分野と「健康福祉」分野について、市場・技術動
向セミナーと、購買・調達に係るニーズを探るためのマッチング交
流会をそれぞれ開催した。
　工作機械分野では、23名（20企業）が出席し、（一社）日本工作
機械工業会　田中調査企画部長より、最近の工作機械の受注
動向について情報提供を受けた後、ヤマザキマザック㈱　堀田
生産統括本部長他と工作機械の調達とサプライチェーンなどについて懇談を行った。
　健康福祉分野では、13名（10企業）が出席し、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング㈱のヘルスコンサル
ティング室　外石室長より、ものづくり企業による医療・ヘルスケア業界への新規参入について情報提供を
受けた後、三菱日立ホームエレベーター㈱　石田資材課長と調達部品の需要などについて懇談を行った。

ヤマザキマザック調達関係者（６名）との懇談

◆自動車産業EV化展開支援事業
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「講演会＆デジタルツール紹介」を開催 
　中央会は、２月４日にホテルグランヴェール岐山で、「バックオフィス効率
化に必要なＤＸ戦略」と題して講演会とデジタルツール紹介を行った。
　県内の組合事務局や企業経営者ら31名が参加し、最初に「デジタ
ルインボイス～岐阜モデルが中小企業にもたらす効果」をテーマに（公
財）ソフトピアジャパンの松島桂樹理事長が講演した。デジタルインボイス
の導入による中小企業の具体的なメリットが示され、本県全体でデジタ
ル化を推進することの重要性を訴えた。また、経営者の意識改革やビジ
ネスモデル変革の必要性にも言及し、より広い視点から中小企業のデ
ジタル化を捉えることが重要であると説明した。
　続いて、バックオフィス業務の効率化に繋がるデジタルツールを3点
紹介した。最初にデジタルインボイス「ペポリンク」について、㈱ミライコミ
ュニケーションネットワークが詳細を説明した。次に勤怠管理「ハーモス勤怠」は㈱ビズリーチが、会計・経理「マネーフ
ォワード クラウド」は㈱マネーフォワードがそれぞれクラウドソフトで“何ができるのか”、導入により“どう変わるのか”とい
った視点から分かり易く説明するとともに、各社が展示ブースを設置して、商品やサービス内容を具体的に紹介し
た。また、ＤＸアドバイザーによる個別相談会も実施し、参加者からの踏み込んだ相談に対するアドバイス等を行った。

講演会の様子

外国人技能実習制度適正化講習会を開催
　中央会は、２月17日に「外国人技能実習制度適正化講習会（第２回）」
をホテルグランヴェール岐山で開催し、会場及びオンライン合わせて49名
が参加した。
　講習会は３部構成で行われ、第１部では、「岐阜県担当者より県の
各種施策に関する情報提供があった。
　第２部では、「育成就労制度への移行、特定技能外国人制度の拡
大と監理団体の今後の取り組みについて」をテーマに、Linolaパート
ナーズ法律事務所の片岡邦弘代表弁護士が講師を務めた。
　片岡氏は、新制度となる育成就労制度のポイントを解説した他、新制度に向けた監理団体の今後のあり方とし
て、「労働コンプライアンス徹底」、「日本語教育体制の整備」、「信頼できるパートナーを見つけること」が重要である
と説明した。
　第３部では、初の試みとして監理団体同士による情報交換会を開催した。トピックごとに片岡氏から助言を仰いだ
他、忌憚のない意見交換が行われ、第２部に解説のあった“信頼できるパートナーを見つけること”に繋がる取り組み
となった。

講習会の様子

「陶磁器関連業界における情報交換会」を開催
　中央会は、２月19日及び27日にセラミックパークＭＩＮＯで、「陶磁器関
連業界における情報交換会」を開催し、19日は陶磁器・石膏型製造組
合を対象に19名が、27日は原料関係組合を対象に13名が参加した。
　この情報交換会は、令和３年度に第１回目を県陶磁器産業連盟に
加盟する陶磁器業界全体を対象に実施したが、今回は業界別に開催
することで、業界ごとの固有の課題や組合運営の実情を把握し、今後
の新たな事業展開や方向性を探ることを目的としている。情報交換会に先立ち、陶磁器関連企業751社に対してア
ンケート調査を行い、その調査結果を報告した上で情報交換会を実施した。
　参加者からは、事業承継問題や経営状況の悪化による設備更新の困難さなど、厳しい現状に関する報告がある
一方で、今後は青年部の若年人材育成に力を入れ、業界を盛り上げていきたいなどの前向きな意見も出た。
　総括として、専門家である明治大学の森下正専任教授は、全国の他産地の事例を取り上げながら「各企業・組
合が現状の課題を正確に認識した上で、具体的な中・長期ビジョンを策定し、実行していくことが今後の美濃焼産
地の未来を切り開く鍵となる」と助言した。

情報交換会の様子
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中央会　活動の

青年中央会
「組合青年部強化研修会、創立50周年記念式典・祝賀会」、「青中講習会」を開催
　中央会および青年中央会（古田聡会長）は、組合青年部の育成強化と資質向上
を目的として、2月28日、グランヴェール岐山にて「組合青年部強化研修会」を開催し、
68名が参加した。
　本研修会では、「時代と共に変化する中小企業経営～働き方改革と利益の両立
～」をテーマに、1日100食限定で料理を提供する飲食店「佰食屋」の代表、中村朱
美氏を講師に迎えた。中村氏は、「売上の最低ラインを目指す経営」や「勤務時間の
柔軟性確保」といった施策を通じ、従業員のワークライフバランスの確保と企業利益
の両立について講演された。参加者からは「具体的な事例を交えた講演で、すぐに
現場で実践できる内容であった」との声が挙がった。
　また、同日、青年中央会創立50周年を記念する式典・祝賀会が開催され、会員お
よび来賓合わせて63名が参加した。式典では、古田聡会長より、50周年を迎えられ
たことへの感謝の言葉が述べられた。祝賀会では、青年中央会のこれまでの歩みを
振り返る記念映像が上映され、丹羽崇泰副会長より、「来年度のスローガンを
『CHANGE～カタチにとらわれるな！～』とし、固定観念にとらわれない革新的な取り
組みを実施していく」との決意表明がなされた。
　3月14日には「青中講習会」を開催し、会員ら59名が参加した。本講習会では、藤
田金属㈱の代表取締役 藤田盛一郎氏を講師として迎え、「価格競争・赤字経営か
らの脱却～町工場の固定概念を打破し挑戦した独自ブランド戦略～」をテーマに、中
小企業でも実現可能な「高付加価値商品の開発とブランディング戦略」について講
演された。参加者からは「実践的な戦略が具体的に示され、経営者としての視野が
広がる内容であった」との声が挙がった。

説明を行う中村講師

古田聡会長からの挨拶

説明を行う藤田講師

研修会の様子

県中小企業組合士協会が研修会を開催
　県中小企業組合士協会（高橋淳会長）は、中央会との共催により、３月３日に
「組合活性化に向けた共同事業実施のポイント」をテーマとした研修会を開催し、
会員ら25名が参加した。
　講師は、（一財）商工総合研究所の浅黄久隆常務理事 兼 事務局長が務め
た。研修会では、組合活性化に向けた共同事業実施のポイントについて解説が行
われ、「組合の取り組みは多様で様々な可能性を持っている。実現のためには、皆
が熱意をもって目的達成のための協業を惜しまないことが大切である」との説明があった。
　その後、岐阜県電気工事（協）の古田利一事務局長より、業界PRに向けた取組み（業界理解促進事業）、赤帽
岐阜県軽自動車運送（協）の西垣内巧理事長からは、組合員とのコミュニケーション強化の取組み（組合事業活性
化）について事例発表が行われた。
　研修会終了後には、懇親会を開催し、会員らが情報交換を行った。

３組合が将来ビジョン策定、ブランディング事業に取り組む
　中央会では組合等が抱える課題への対応、新たな挑戦への取組みをバックアップするために、本会がオーダーメ
イド型のプランを提案し、専門家と中央会職員が一緒となって課題解決に取り組む「組合等チャレンジサポート事業
（専門家派遣事業）」を展開中。
　今年度は３組合が、組織のブランド価値向上、組合事業の持続的発展に向けて、組合の将来ビジョンや中期計
画の策定、持続可能な観光ブランディング事業に取り組んだ。
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　M＆Aを巡っては、成功事例も多い反面、問題事例も数
多くなってきています。今回は、実際に起こった事例を紹
介しながら、中小企業経営者として、あるいは中小企業を
支援する機関などの担当者として、注意すべき点を整理し
たいと思います。
　なお、事例に関しては、個人情報保護の観点から個人
が特定できないように、記述を行っております。

　さて、一昨年後半からM＆A、特に中小企業でのM＆A
が急増してきました。この背景にあるのは、かねてからの経
営者の高齢化、後継者不足が深刻化していることがありま
す。そして、一時的に経済活動が停滞していたコロナ禍の
期間が終わり、経済活動が再開するにしたがって、これら
の問題が深刻化し、その対処方法としてM＆Aというもの
が着目されてきました。政府も中小企業の支援策の一環と
して、このM＆Aへの支援を強化しており、これらの流れの
中で中小企業のM＆Aが急増しているのです。
　しかし、中小企業のM＆Aに関しては、本来必要である
はずの法整備が遅れているため、そこに目を付けた悪質な
業者などが、詐欺行為と断じてもよいような手法で問題を
起こしている事実があります。

◆気が付いた時には倒産～Ａ社の事例
　A社は、地元では堅実な経営で知られる製造業企業で
した。1970年代に創業され、以降、創業者がワンマンオー
ナー経営者として、経営を続けてきました。
　しかし、創業経営者のXさんが70歳を超え、経営の継承を
検討するようになりました。Xさんには、息子と娘がいましたが、
両者ともに会社経営には関心なく、承継する考えも全くありま
せんでした。Ｘさんは、従業員の中でとも考えたのですが、年
齢面や資金面で名乗りを出す人はいませんでした。
　そんな折、郵送されてきたダイレクトメールから、Ｘさんはあ
るＭ＆Ａの仲介業者に相談することにしました。
　「連絡をすると、すぐに東京から担当者という方が会社に
来てくれました。立派なパンフレットを持参し、Ｍ＆Ａに関する
プレゼンテーションも素晴らしく、この人たちならば力になって
くれると信頼したのです。ただ、後から考えてみれば、Ｍ＆Ａ
は急がないといけないとか、インサイダー取引なるかもしれな
いので、顧問弁護士や取引金融機関にも一切話さないよう
にとか、少し変なことも言っていたようにおもいます。」
　Ｍ＆Ａの話は順調に進み、この仲介業者が紹介したＢ社
への売却が決定しました。社業を継続し、現在いる従業員も
そのまま継続雇用をするという条件で、Ｘさんは肩の荷が下
りたような安ど感があったといいます。
　Ｘさんは、請われるまま代表権のない会長に就任し、必要
な時だけ出社してくれればよいということになりました。買収
したＢ社からは30歳代の若い社長が送り込まれてきました。
　「私も家族も、従業員や取引先の金融機関も、後継者が
できて良かったと喜んでいたのです。取引先の金融機関
は、これまで私が高齢だったために見合わせていた設備投

資のための融資も再開してくれました。」
　異変が起きたのは、１年半ほどした月末でした。金融機関
の支店長から、切迫した声で電話がかかってきたのです。
　「口座に資金がなく、なんとかしなくては、不渡りを出し、倒
産するというのです。慌てて、会社に行ったのですが、社長
と話しても埒が明かず、経理担当者に聞くと、社長の指示で
資金を買収した親会社にほぼ全額送金したというのです。
本社に確認の電話を入れましたが、子会社の資金をいった
ん親会社に集めて、再度分配する予定だったか、予想以上
に資金が不足しているので、入金ができないという訳のわか
らない説明で、翌日には電話にも出なくなりました。」
　送り込まれてきた社長を問い詰めても、「本社の指示の
ままやったことで、自分も良くわからない」と繰り返すばかり。
　結局、取引先への支払いができず、不渡りを出し、事実
上の倒産となりました。

◆ 明らかになった狡猾な手法
　送り込まれてきた社長である人物は、「自分は全く違う業
種で働いてきたので、実は経営に関して、全く知らない。社
長にしてやるから、行ってこいと言われただけで、全くなにも
知らない」と繰り返すばかり。
　驚いたことに、Ａ社の銀行口座からは、ほぼ全額が本社
に送金されているだけではなく、従業員のためにと掛けてい
た保険も解約され、さらには社屋や土地も売却されて、リー
スしている形にされていました。さらに金融機関から融資さ
れた資金も、当然のように全く無くなっていました。

◆ オーナー経営者の個人保証がそのままに
　Ｘさんにとって、さらに驚きの事実も発覚しました。オー
ナー経営者であるＸさんは、金融機関からの融資に個人保
証をしていました。通常、Ｍ＆Ａが成立した段階で、負債やこ
うした個人保証している借り入れ契約なども、すべて買収
側に移るはずです。
　「最初の約束では、そうなるはずだった。ところが、手続き
に時間がかかっているとか、今、本社の決済をどうのとか、
はぐらかされているうちに一年半過ぎてしまい、結局、個人
保証の名義は私のままで、会社は倒産。買収側から支払わ
れた金額よりも、個人保証している金額の方が大きく、私の
手元には借金だけが残ってしまったのです。良かれと思っ
てやったことが、結局、従業員にも、取引先にも、金融機関
にも迷惑をかけてしまった。本当に申し訳ないことをした。」

◆ なにが問題だったのか
　企業の経営問題に詳しい弁護士は、「昨年あたりから、
Ｍ＆Ａに関してのトラブルの相談が増えています。表に出て
いる件数よりも、数はかなり多いのではないかと思っていま
す」と言います。
　そもそも何が問題だったのでしょうか。
　「厳しいようですが、中小企業経営者にももう少し勉強し
てもらいたいです。ダイレクトメールなどで安易に業者を選

び、仕事ができそうで、親切だと信頼してしまいます。そして、
最悪なのは、契約書にちゃんと目を通していないことです。」
　個人保証の書き換えに関しても、契約書を改めて見てみ
ると、「Ｍ＆Ａの契約締結後に、できるだけ速やかに名義の
変更を行うようにする」といった「努力目標」しか書かれてお
らず、さらにＭ＆Ａの仲介業者との契約も「Ｍ＆Ａ完了後に
発生したいかなる問題に対しても保証しない」といった文言
が入っていたと言います。
　「世間一般から見て、巨額の仲介手数料を取りながら、
責任は一切取りませんという契約は、いかがなものかと個
人的には思いますが、契約を締結してしまっている以上、ど
うしようもありません。」
　この弁護士は、このように話し、経営者がもう少し慎重に、
契約書などをよく読み、内容を理解した上で、契約を行うべ
きだと言います。
　さらに、「ゆっくり考える時間を与えないために、すぐに契
約しないと損をするとか、インサイダー取引になるから、顧問
弁護士や取引金融機関にも、Ｍ＆Ａ契約が締結するまで一
切秘密にしろなどと言われているケースがあります。」
　こうした手法は、オレオレ詐欺や地面師などと共通だと指
摘します。そもそもインサイダー取引というのは、その情報で
株式を購入できる場合に言うのであり、すべての株式を
オーナーが保有し、それをすべて売却する場合には当ては
まらないのです。とにかく、他人に相談されたり、アドバイスさ
れたりすることが都合が悪いために、そうした言動を行う点
も注意が必要です。

◆ 「恥」の文化が事件を隠蔽してしまう
　なぜこうしたＭ＆Ａの問題案件が、あまり世間に出てこな
いのでしょうか。
　「取材に行っても、もう金は戻ってこないし、周囲に迷惑
をかけて恥ずかしい。さらに、笑いものになるのは耐えられな
いと、断られることが多いのです。真面目な方が多く、騙され
たことへの怒りよりも、恥ずかしいと思っておられるのでしょ
う」と、あるマスコミの記者は、話します。
　同じように、「金融機関でも被害が出ているが、やはりプ
ロがまんまと騙されて、融資したものを持ち逃げされたという
のは、みっともないとする考えが強い。倒産する企業は少な
くなく、そうした通常の倒産企業の回収不能金扱いで、内部
で処理してしまっている。そのため、外部に実はＭ＆Ａでの
問題でということは伝わらないでしょう」とある金融機関の従
業員は話します。
　資金を吸い取った親会社も、倒産し、仮に訴えたところで
回収できる見込みはない。さらに、巧妙に仕組まれており、
違法性を指摘することが極めて困難な状況なのです。「訴
えたところで、世間に恥をさらすだけで、資金も戻らないのだ
から、黙っていよう」と、被害にあった元経営者、従業員、さ
らに金融機関もそう考えてもおかしくはないでしょう。

◆ 騙されないためには
　こうした問題事例を見ていくと、被害を防ぐ方法もあると
言えます。関係者や弁護士などとの話を通じて、中小企業
経営者がＭ＆Ａについて注意すべき点を最後にまとめてお
きましょう。

①派手な宣伝や広告を信用しない　⇒　Ｍ＆Ａ仲介業者
は2千を超すと言われています。しかし、業界団体に所属
するのはわずか100社程度。また、不動産業のような資
格や許認可制度が未整備のため、いわば全く素人でも
Ｍ＆Ａのアドバイザーだのコンサルタントを自称できる状況
にあります。ネットやダイレクトメールなどで派手な宣伝をし
ていても、信用がおけるかどうかは疑問なのです。
②公的機関、商工会議所、顧問弁護士など信頼がおける
機関や人に相談をする　⇒　問題事例の多くが、こうし
た機関や人に相談せず、仲介業者や買収企業の言い
分だけを信じた結果と言えます。信頼のおける第三者を
相談相手として、持っておくことが重要です。
③契約書はきちんと読む　⇒　この契約書を読むという行
為は、日本の経営者は苦手としてきたとよく言われます。
「まさか、こんなことまでしないだろう」あるいは、「まさか、こ
んなことを要求されないだろう」といったこれまでの「常
識」や「共通理解」が、もはや通用しない時代になってい
ることを中小企業経営者も理解し、受け入れなくてはいけ
ません。
　　なかには、「契約書なんか読んでも、素人の自分には
わからない」と言う方もいますが、わからないものにサイン
をして押印することのリスクの高さを、まず理解しなくては
いけません。②で書いたように、もしわからない点があるよ
うな場合は、自分の側の信頼おける専門家に相談するこ
とが必要です。
④「おかしい」と感じたら立ち止まる勇気を持つこと　⇒　
「企業の経営者、特に中小企業の経営者は、どんどん進
めていくことは得意だが、止めることは苦手な人が多い」
とある中小企業支援機関の担当者は苦笑いします。Ｍ＆
Ａは、自分が苦労して育ててきた事業そのものを売却す
ることです。少しでもおかしいと感じた場合は、いったんス
トップし、再検討する勇気が必要です。優柔不断に思わ
れるが嫌だというオーナー経営者、創業社長は多くいらっ
しゃいますが、時には立ち止まる勇気を持つことが重要に
なります。
　　最後になりますが、筆者は、後継者難の今、Ｍ＆Ａは非
常に重要な手段だと考えています。これからも健全なＭ＆
Ａが行われるようにしていかねばなりません。政府でも、
今後、Ｍ＆Ａに関する法規制などが話し合われていくこと
と思われますが、それまでは、それぞれの経営者が自ら身
を守るしかありません。良かれと思ってしたことで、今まで
築き上げてきた信頼や資産をすべて失い、大切な従業
員や取引先にも大きな迷惑をかけるようなことがないよう
に、経営者自らが学び、対応していくことが求められます。

【ホームページ】http://monodukuri.jp/
【常　勤】神戸国際大学経済学部 教授
【非常勤】関西大学商学部 非常勤講師・愛知工科大学工学部 非常勤講師
【専　門】中小企業論・地域経済論 

昭和39年 東京都生まれ
昭和63年 上智大学文学部卒業
平成12年 名古屋大学大学院国際開発研究科博士課程修了 （学術博士・名古屋大学）

中村　智彦
（なかむら　ともひこ）

【略　歴】

総務省地域創造力アドバイザー・京都府向日市ふるさと創生計画委員会座長
東京都北区ネスト赤羽支援機能拡充検討委員会座長・山形県川西町第5次総合計画アドバイザー
ヤフー！ニュース　https://news.yahoo.co.jp/byline/nakamuratomohiko

【活　動】

●テーマ：組合の新たなビジョン「新将来ビジョン」策定について
【岐阜県自動車車体整備協同組合（平野将告理事長）】
専門家：中小企業診断士 蛯原健治 氏
●テーマ：持続可能な地域観光を目指したブランディング 
【平湯温泉旅館協同組合（山田幸一理事長）】
専門家：北海商科大学 観光産業学科 教授 池ノ上真一 氏／株式会社未来政策研究所 顧問 真板昭夫氏／主任研究員 西村公一 氏／研究員 細木智子 氏

●テーマ：組合ビジョン・中期計画の策定について
【赤帽岐阜県軽自動車運送協同組合（西垣内巧理事長）】
専門家：中小企業診断士 森竜也 氏／中小企業診断士 小久保剛利 氏



11

組合等　活動の

各務原市消防本部と訓練用建物提供で協定締結
各務原市建築工業協同組合（藤原民雄理事長）

　各務原市建築工業協同組合は、10月17日に各務原市消防本部と訓
練用建物の提供で協定を締結した。
　各務原市消防本部では、訓練施設が少なかったことや施設の構造
に慣れてしまうなど、訓練環境に問題を抱えていた。そこで、市内の解
体予定の建物を把握している同組合に相談したところ、継続的に訓練
に使用できる建物を提供する協定を結ぶこととなった。この協定は、
岐阜県内初となる。
　11月26日～12月3日に、旧法永寺（同市蘇原島崎町）で、協定に
基づいた初めての訓練が行われ、様々な場面を想定した訓練が実施
された。
　藤原理事長は「住宅を提供してくれる方からの理解を得ることが課題となるが、小さなことでも消防本部に協力
していきたい。」と語った。

消防本部との訓練時の様子

災害時を想定した高速ネットワーク「ローカル５Ｇ」を活用したドローン飛行の実証実験
岐阜県可児工業団地協同組合（山口正裕理事長）

　岐阜県可児工業団地協同組合は、２月５日に可児工業団地内で、災
害時を想定した高速ネットワーク「ローカル５Ｇ」を活用したドローン飛
行の実証実験を行い、組合員、行政機関等の関係者90人が視察した。
　この実験では、地震や火災を想定し、ＢＣＰ対応ドローンの団地内
自動飛行を実施し、高精細な映像をリアルタイムで受信して、被害を素
早く把握することができた他、負傷者の下へＡＥＤ（自動体外式除細
動器）を運び、ＡＩの顔認証で関係者に引き渡した。
　同組合は、昨年８月に総務省の「地域デジタル基盤活用推進事業
（実証事業）」に採択され、ネットワークの構築を進めてきた。同事業
で工業団地が採択されたのは、全国初となる。
　山口理事長は「本事業を通じて若者や女性からも注目されるスマー
トインダストリアルパーク構築へ向け第一歩を踏み出すことができた。今後はローカル５Ｇの運用が工業団地全
体へ広がることを期待したい。」と語った。

「ローカル５Ｇ」を活用した
ドローン飛行のＡＩ顔認証を行う様子

岐阜県立岐南工業高校へ初めての出前授業を実施
岐阜県室内装飾事業協同組合（虫賀友則理事長）

　岐阜県室内装飾事業協同組合は、１月17日に岐阜県立岐南工業高校の建築
工学科２年生30名を対象に、組合員の指導の下、座学と実技指導を行った。
　厚生労働省が実施している若年技能者支援等事業（ものづくりマイスター
制度）を利用して、岐阜県立岐南工業高校から申込みを受け、今回初めて実現
した。
　この制度は、優れた技能や経験を持つ専門家を認定し、彼らが中小企業や
学校で若年技能者に実技指導を行うことで、技能の継承と後継者育成を促進
する仕組みである。
　授業では、壁装研究会の教材を基に内装業の紹介、ものづくりマイスター
（内装仕上げ業）による、クロス貼りや直角裁断方法の実演・実技指導を行った。
　虫賀理事長は、「今回の体験授業を通して、内装業の仕事を理解していただ
けたかと思う。一人でも多くの学生がこの業界に興味を抱いてくれれば嬉し
い。」と語った。 クロス貼りを行う学生の様子
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組合等　活動の

組合女性部創立総会を開催
岐阜電気工事協同組合（高倉善一理事長）

　岐阜電気工事協同組合は、１月31日にグランヴェール岐山で
組合女性部の創立総会を開催し、７名が出席した。
　以前から組合では、組合員企業に勤めている女性電気工事従
事者を対象に「もっと女性が活躍できる電気工事業界を目指す」
をテーマに意見交換や情報交換会を開催してきた。
　今回の創立総会では、女性部の名称、趣旨・目的、規約及び細
則を決定したほか、役員を選定した。
　同組合女性部東田会長は「女性活躍は、全日本電気工事業工
業組合連合会からの流れでもあり、社会での話題性もあり、良い
時期に立ち上げることができました。私たちは女性目線できめ細
かな事業の実施、組合に対していろいろな提案ができるよう、努
力していきたいので、ご協力をお願いします」と挨拶を行った。

後列左から高倉善一理事長、長屋幸典支部長、
東田加奈会長、組合女性部

県立岐南工業高校で出前授業を実施
岐阜電気工事協同組合（高倉善一理事長）

　岐阜電気工事協同組合は、２月４日に岐阜県立岐南工業高校の
電気工学科の２年生21人を対象に同組合青年部が出前授業を実
施した。組合では、生徒の職業選択の一つにしてもらえればと、毎
年出前授業を実施している。
　生徒は、高所作業車への搭乗体験や、工具を使って鉄パイプを
曲げる加工作業、コンセントの取り付け作業などを体験した。
　また、体験型学習を通じて電気工事業の仕事のやりがいや魅力
を感じてもらった。
　高倉理事長は、「私たちは、業界理解促進事業として、この出前
授業を行っている。これを機にライフラインを支えている電気工
事業界に興味を持っていただき、職業選択肢のひとつになってい
ただければありがたい」と話した。

コンセントを取り付ける学生

創立50周年記念式典・祝賀会を開催
岐阜県既製服縫製工業組合（野呂誠理事長）

　岐阜県既製服縫製工業組合は、２月15日に岐阜市の長良川清流ホテルで「創立
50周年記念式典」を開催した。関係者ら約60人が出席し、業界の発展を誓い合っ
た。
　組合は昭和49年に設立し、ピーク時には1,000社以上の組合員がいたが、海外
製品との価格競争などの影響により56社まで減少した。近年は日本人技術者向け
の研修会が好評で、令和７年１月時点で101社まで回復した。
　記念式典には組合員のほか、野田聖子衆院議員や日本アパレルソーイング工業組
合連合会の井上美明会長ら来賓が出席した。
　野呂理事長は「先人たちが築き上げた技術と誇りを受け継ぎ、この業界を守って
いきたい。また、今後はデジタル化やグローバル化などにも挑戦していかなければな
らない」とあいさつを述べた。 挨拶する野呂理事長
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水晶の硬度はガラスに比べ倍以上も硬いため、加工
は大変困難で形作りには非常に時間を要します。
石の種類により組成が異なるため、粘り強い石やも
ろい石などがあり、加工には細心の注意と根気強さ
が要求され、最終仕上げに進むまでは決して気が抜
けません。

全国の先進組合事例全国の先進組合事例～ニッポンのがんばる組合～～ニッポンのがんばる組合～

全国の先進組合事例を収集した「先進組合事例抄録（令和５年度組合資料収集加工事業報告書）」より抜粋して紹介します。
先進組合事例抄録は過去のものを含め全国中央会のホームページ上で「組合事例検索システム」で公開していますのでぜひご
活用ください。「組合事例検索システム」https://www.chuokai.or.jp/index.php/jireisearch/

山梨県水晶美術彫刻協同組合
共同研究による物価高騰への対応と組合員の技術向上

■ 背景・目的  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　新型コロナウイルス感染症の蔓延とそれに続く物価高騰の影響により、貴石原石である素材だけではなく甲州貴石細
工の製造に欠かせない研磨過程において必要となる材料費が1.5倍に上昇、組合における共同購買事業をしても安価
な購入は難しくなり、近年のコスト上昇は組合員の経営を圧迫していた。こうしたなか当該組合においては、研磨方法につ
いて共同して研究を行うことで価格の安定化を図り、さらには組合員全体の技術向上に繋げる取組みを行った。
　
■ 取り組みの手法と内容  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　これまで組合では、貴石原石の最終工程の磨きはバレル研磨剤単体で行っていた（バレル研磨とはバレル容器に貴
石・研磨石・研磨材・研磨助剤・水などを入れ、バレル容器に回転運動や振動を与えて研磨する加工法のことである）。
しかし近年の物価高騰によってバレル研磨剤が高騰したため、組合においてはバレル研磨剤単体での研磨ではなく、
貴石のさざれ石や別の研磨工程で利用する酸化クロム等をバレル研磨剤に混ぜ込み、混入割合の研究を行った。
　貴石彫刻の研磨作業はバレル研磨が欠かせず、代替方法が無い。高騰する研磨剤費用の削減のため組合員を
4つのプロジェクトチームに編成し、研磨剤の調合割合による研磨能力を検証、研磨時間の短縮と研磨剤の消費量
削減など生産性の向上を目指した。
　プロジェクト活動のなかで、それぞれの事業者が積極的に自らの研磨方法などの情報について提供し、費用削減
方法や研磨技術の情報共有を図ったことで、成果を上げることができた。
　本来、研磨方法などについては企業秘密であるが、物価高騰や職人の高齢化など伝統工芸そのものが危機に瀕
するなか個々の利益を追求するのではなく研磨情報などを相互に共有し、業界全体の維持発展を第一に考えたこと
で成果に結びついたと考える。
　
■成果とその要因  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　今回の事業を通じて、研磨剤のコスト削減による価格安定化の可能性を見出すことができた。また組合員同士で技
術情報を共有できる素地を構築し、組合員の技術力向上に繋げることもできた。そのため今回構築した事業者間での
協働体制を基盤に、今後は付加価値の高い商品開発や新技術の開発などに繋げることができると考える。

出資金

住 所 〒406-0032　山梨県笛吹市石和町四日市場1569番地

主な業種 水晶その他諸貴石の美術工芸彫刻品の製作加工を行う事業者

ＵＲＬ

設 立 組合員

https://suishou.jp/

昭和28年9月 37人 4,460千円

ポイント！ポイント！！
物価高騰や高齢化など業界が危機に瀕するなか、甲州貴石細工という伝統工芸に誇りと責任を持ち、個々の利益追
求を超えて相互に共有したことが、成果のキーファクターである。
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◎：［増加］、［上昇］、［好転］
―：［不変］
▲：［減少］、［下降］、［悪化］

（2月末調査）

牛 乳
食 肉 （ 国 産 ）
菓 子
米 菓
製 麺
撚 糸
ニ ッ ト 工 業
毛 織 物
合 成 繊 維 織 物
メ ン ズ ア パ レ ル
婦 人 ・ 子 供 服
縫 製（ 既 製 服 ）
製 材
銘 木
家 具
東 濃 ひ の き
機 械 す き 和 紙
特 殊 紙
紙 加 工 品
印 刷
プ ラ ス チ ッ ク
陶 磁 器（ 工 業 ）
タ イ ル
窯 業 原 料
石 灰
生 コ ン ク リ ート
砂 利 生 産
砕 石 生 産
鋳 物
刃物等金属製品（輸出）
刃物等金属製品（内需）
メ ッ キ
県 金 属 工 業 団 地
可 児 工 業 団 地
金 型
輸 送 用 機 器

電 設 資 材 卸
陶 磁 器 産 地 卸
機 械・工 具 販 売
青 果 販 売
水 産 物 商 業
家 電 機 器 販 売
メ ガ ネ 販 売
中 古 自 動 車 販 売
石 油 製 品 販 売
共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
生 花 販 売
岐 阜 市 商 店 街
大 垣 市 商 店 街
高 山 市 商 店 街
自 動 車 車 体 整 備
長 良 川 畔 旅 館
下 呂 温 泉 旅 館
高 山 旅 館
ク リ ー ニ ン グ
広 告 美 術
旅 行 業
理 容 ・ 美 容 業
土 木（ 岐 阜 地 区 ）
土 木（ 飛 騨 地 区 ）
建 築 設 計
鉄 構 造 物
電 気 工 事
管 設 備 工 事
建 築 板 金
室 内 装 飾
木 造 建 築
貨物運送（岐阜地区）
軽 運 送
貨 物 運 送（ 県 内 ）
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凡
　
例

製　造　業 非製造業前年同月比 前年同月比

商
店
街

県内中小企業主要業種の景気動向

〔Ⅰ〕２月の特色
◆景況感ＤＩ値マイナス２１　前月比ほぼ横ばい
◆売上高ＤＩ値マイナス１３　前月比４ポイントの悪化
　収益状況ＤＩ値マイナス３１　前月比で３ポイント改善しているが依然として悪い
◆原材料・資材・エネルギー価格の高騰や物価高、人手不足、先行き不安に関するコメントが
引き続き多く寄せられている

◆販売価格ＤＩ値プラス１７　前月比９ポイントの悪化
　～販売価格ＤＩ値がプラス２０を下回るのは６カ月ぶりであり、価格転嫁は十分に進んでいる
とはいえない～

◆寒波の影響による人出や売上の減少がみられた業種もある

項　目

カッコ内は前月比増減ポイント

D I 値
２月 次 景 況

(１)
(-４)
(-９)
(３)
(-３)
(２)

 -２１
 -１３
 １７
 -３１
 -１４
 -８

景 況
売 上 高
販売価格
収益状況
資金繰り
雇用人員

中小企業団体情報連絡員70名の情報連絡票から
過去のものを含め、詳細のものは、中央会HP（http://www.chuokai-gifu.or.jp/chuokai/report/report01.html）に公開しております。
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DXについて知ろう
　中央会では、中小企業・小規模事業者の皆様のDX導入推進を目的として「バックオフィス業務等DX導入支援
事業」相談窓口を設置し、専門家による相談窓口対応や組合向けの啓発セミナー及び個別相談会の開催、バッ
クオフィス業務に係るクラウドサービス等の導入支援を実施しています。
　このコーナーでは、本事業の専門家である石井克成ＤＸアドバイザーに毎号、バックオフィス業務等へのＤＸ導
入に関する情報提供を行っております。今年度は、石井アドバイザーが支援した過去の特徴的な事例をもとに、
ＤＸに取り組むにあたってのきっかけや方法についてご執筆いただきます。
　今回で最終回になる、実際に石井アドバイザーが過去に経験した失敗例をご紹介いただきます。
【お問合せ窓口】　ＴＥＬ：０５８－２７７－１１０４

前回は、「繁忙期に起きた悲劇」の内容についてお
話しました。今回は、その元凶を探った結果をご紹介
します。

「繁忙期に起きた悲劇」
この大トラブルを招いた元凶は、関係者全員にあった、
と言えます。

新システムの仕様を決める段階
で、システム会社の担当者と現
場スタッフの間に一切のコミュ
ニケーションがありませんでした。つまり、システムを使う
現場の意見がまったく反映されていなかったのです。

さらに、システムの仕様を決定し、それを確認したの
は経営者だけでした。しかし、この経営者は、現場の
状況やシステムについて十分に理解していなかった
のです。（もっとも、経営者がシステムに詳しくないこと
自体は問題ではないと思います）

もともと、このシステム会社は新システム導入前のシス
テムを開発していました。厳密に言えば、システム会
社が開発したシステムに、業務の方が合わせて運用
していたのです。
そのため、経営者は、
「システム会社にまかせておけば大丈夫だろう」
と、考えていたのだと思います。

しかし、その時点での業務運用
は、旧システム導入当初から数年
が経過し、大きく変わっていまし
た。つまり、旧システムのバージョン
アップだけでは対応しきれないほ
ど現場の実務が進化していたのです。

この変化に気づかないまま、経営者とシステム会社
だけで仕様を決定し、さらに、現場へのヒアリングを
一切行わなかったこと。
そして、現場スタッフも、経営者やシステム会社に依
存し、システムの仕様を理解しようとしなかったこと。

これらすべてが重なり、最終的に「悲劇」を招いたの
です。

どんなシステムでも、実際に使う人が仕組みを理解し
ていないと、思わぬトラブルにつながります。
仕様を決める上司やシステム会社が、現場の声を聞
かずに開発を進めることは、きわめてリスクが高いの
です。

システム導入を検討する際は、必ず
「現場」との調整を怠らないこと。
そうでなければ、あなたの会社にも
私が体験した「悲劇」が降りかかる
かもしれません。

繁忙期に起きた悲劇！地酒システム導入の失敗事例

ITデザイナー
石井 克成　氏
ITデザイナー
石井 克成　氏

日 時／令和７年４月２５日（金）１０：００～
場 所／ホテルグランヴェール岐山

中央会「理事会」・「通常総会」のご案内

　中央会では、「令和７年度第１回理事会」並びに「第70
回通常総会」を下記の日程で予定しております。関係各
位には、日程調整と併せてご出席をお願いいたします。

○理 事 会

日 時／令和７年６月１８日（水）１３：３０～
場 所／みんなの森ぎふメディアコスモス

○通常総会

協会けんぽ岐阜支部の加入者・事業主のみなさまへ　

令和7年3月（4月納付分）からの岐阜支部の 
健康保険・介護保険料率が変更となります

健康保険料率
（現行の9.91％から0.02％引き上げ↑）

9.93％

介護保険料率
（現行の1.60％から0.01％引き下げ↓）

TEL058-255-5155

1.59％
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専門家派遣事業専門家派遣事業

この広報誌は岐阜県からの助成を受けています。

岐阜県中小企業団体中央会では、中小企業組合および組合員等の課題解決や新たな挑戦を支援
するために、無料の専門家派遣を実施しています

「組合等チャレンジサポート事業」→「組合等オーダーメイド支援事業」へ変更。
個々の課題に応じたオーダーメイド型のプランで、皆さんのチャレンジを応援します！

令和７年度より、本事業をリニューアルし、さらに利用しやすくなります！

岐阜県中小企業団体中央会　連携支援部 　TEL：058-277-1103
　　　　　　　　　　　　　東 濃 支 所 　TEL：0572-25-0865
　　　　　　　　　　　　　飛 騨 支 所 　TEL：0577-34-4300

＜お問合せ先＞

事業概要

事業実施の流れ

費　　用／

対　　象／

　　
支援内容／

無料（専門家謝金・旅費、会場費、材料費等は中央会が負担）※予算がなくなり次第終了。
岐阜県内の中小企業組合等、組合員である中小企業、任意グループ、創業等で組織化を
検討されている方

個別の課題に応じた支援（複数回の相談もOK）

相談申込
些細なご相談でも構いません。まずは、中央会にご相談ください。（申請・審査手続きなし）

STEP 

1

相談内容の確認
中央会職員が電話や面会等により、ご相談内容を詳しくお伺いします。

STEP 

2

支援内容の提案
中央会職員がご相談内容に応じた支援内容（専門家の選定等）を提案します。 

STEP 

3

専門家派遣
日程調整の上、専門家と中央会職員が課題解決をサポート。

STEP 

4

名称の変更

これまでの専門家謝金・旅費・会場費に加え、新たに材料費も補助対象となりま
した。試作品の開発など、新たな取り組みを支援します！

補助対象経費
の拡充

専門家派遣事業専門家派遣事業

リニューアルのお知らせ

組 合 名 テーマ

岐阜長良川温泉旅館協同組合

持続可能な地域観光を目指したブランディング

販売力強化に繋がるＥＣサイトの構築について

組合の新たなビジョン「新将来ビジョン」策定について

経営基盤（組織・事業基盤）の強化

平 湯 温 泉 旅 館 協 同 組 合

丸 重 製 紙 企 業 組 合

岐阜県自動車車体整備協同組合

岐阜県石油商業協同組会 組合員

長良川温泉の温泉水供給継続に向けた
「緊急時対応マニュアル」の策定について

令和６年度の支援実績


